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測定した。調査期間は 2014年 8月 1日～10月 10日とした。統計解析は SPSS Ver.20を用





名、未使用保育職は 42名、学生 17名となった。 
1）属性について（表 1・2） 
（1）草履使用保育者 
使用保育者は 21～65歳、勤続年数は 5か月～31年 3か月、平均 9.3±8.6年。草履使用
年数は 4か月～17年 3か月、平均 5.8年±5.0年。1年間に草履を使用している期間は 3～
12か月で、平均 6.6か月±3.3か月であった。1週間に草履を使用している日数は 5日～7
日、平均 5.2±0.7日。1日に草履を使用している時間は 2～12.5時間、平均 9.9±1.9時間
であった。 
（2）未使用保育者 
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5 376 112 104..3 4 208 69.3 60.3 3 12 6.6 3.3 5 7 5.2 0.7 2 12.5 10.0 3.3
















表 4 単独右足趾力の比較 
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